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 の検索で  件の結果が返されました。


検索ヒント
検索では、ユーザーが入力した単語が含まれるトピックが返されます。複数の単語を入力すると、OR 検索と想定して、いずれかの単語が含まれるトピックが返されます。

また、検索では、あいまい一致も使用しており、部分的に一致する単語 (「コンピュータ」と「コンピューター」など) を考慮します。結果は、トピックごとの検索単語数に基づき、関連度順に表示されます。完全一致は強調表示されます。

絞り込み検索を行うには、以下の演算子を使用できます:

	検索に含める単語は、単語の前に「+」と入力し、検索に含めない単語は、単語の前に「-」と入力します。(例: 「ユーザ +ショートカット –グループ」と入力すると、「ショートカット」や「ユーザ ショートカット」が返され、「グループ」や「ユーザ グループ」は返されません。)
	不明な文字には、ワイルドカードとして「*」を使用します。ワイルドカードは、検索単語内の任意の場所で使用できます。(例: 「インスト*」と入力すると、「インストール」および「インストラクション」が返されます。)
	トピックのタイトルのみを検索するには、検索フレーズの入力を「title:」で開始します。(例: 「title:設定」と入力すると、「ソフトウェアの設定の変更.」というタイトルのトピックが返されます。)
	複数の単語を含む検索では、検索内で単語の優先度を指定できます。単語の後に「^」と単語の重みを指定する正の数を入力します。値が高いほど、重みが高いことを意味します。(例: 「ショートカット^10 グループ」では、「グループ」よりも「ショートカット」の重みが 10 倍となります。)
	あいまい検索を使用して、タイプミスを考慮するには、単語の後に「~」と修正する文字数を指定する正の数を入力します。(例: 「ポート~1」では、「ポスト」、「オート」、または「ポーク」など、1 文字修正すると一致するその他のインスタンスが返されます。)


演算子は、検索語として使用できないことに注意してください: + - * : ~ ^ ' "
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	 PDF ステップは、PDF ドキュメントからコンテンツを抽出するために役立ちます。
 
	 注 CentOS/Red Hat Enterprise Linux 7.x オペレーティング システムでは、PDF 抽出機能はサポートされていません。 
	 
 
	 [レコーダー ビュー] には、PDF ドキュメント ツリーの単一ページと抽出されたテキストが表示されます。ロボットは、[アプリケーション アクション] メニューで利用できる [次のページ]、[前のページ]、および [ページに移動] アクションを使用して、ドキュメント内を移動します。メニューは、[レコーダー ビュー] のアプリケーション タブを右クリックすると表示されます。
 
	 テキスト抽出の結果は、PDF データの内部データと構造に依存します。テキストは、PDF ドキュメントの書式設定およびデータの基になるアクセシビリティに基づいて分割され、ページ境界の外側にあるテキストや、重複する要素によって非表示になっているテキストが含まれる場合があります。必要なアクセシビリティ データが (通常は古い) PDF ドキュメントに含まれていない場合は、OCR を使用してテキストを抽出するために画像からテキスト抽出ステップを使用しなければならない場合があります。
 
	 [テキストを抽出] アプリケーション アクションおよび [テキストを抽出] コンポーネント アクションを使用して、ページの特定の領域から構造化テキストを抽出することができます。
 
   
   
	 プロパティ
 
	  
			アクション
	PDF を使用して実行するアクションを選択します。
	ドキュメント ソース
	 
					 
					 ローカル ファイル: [ファイル パス] フィールドでローカル ファイル システム内のファイルのパスを指定します。
 
				  
	 
					 ロボット ファイル システム:  [ファイル パス] フィールドで、ロボット ファイル システム内のファイルのパスを指定します。
 
				  
	 
					 バイナリ:  バイナリ形式の PDF ドキュメントを含む変数またはエクスプレッションを指定します。
 
				  

 
			 
	ページ番号
	必要に応じて、ドキュメントを開いた後に表示する物理ページを指定します。このプロパティが指定されていない場合は、最初のページが表示されます。

 
		
 
	  
   
   
	 コンポーネント アクション
 
	  
			 
					 アクション
 
				  	 
					 説明
 
				  
	 
					 テキストを抽出
 
				  	 
					 PDF ドキュメントの選択した要素からテキストを抽出します。
 
				  

 
	  
   



